
TOOLS TOGETHER NOW!  

100 participatory tools to mobilise communities for HIV/AIDS 
 

 

 

「Tools Together Now!」の紹介 
概略: 

このセクションは、教材ツールキットとは何なのか、誰の為なのか、そしてどのように使うのか、とい

う事を大まかに概観するためである。 

1.1 背景 

今日、4000万人以上の人々がHIVもしくはAIDSに冒されながら生きており、数千万人以上の人が家

族の感染・死亡による影響を受けている。しかし、HIV/AIDSに関する現実は、地球規模で起こってい

るのではなく、道端や居留地、家庭内や地域コミュニティ等、世界を作り上げている所で起こって

いる。そのような地域レベルこそが、活動の必要な場所であり、支援団体の活動数が多いところで

ある。 

“地域コミュニティはHIV/AIDSの反響に対する最前線に立ち向かっているだけではなく、コミュニテ

ィ自身が最前線である。”（UNAIDSのピーター・パイオットより） 

HIV/AIDSに関する地域活動セット(The Community Mobilization for HIV/AIDS set) は、地域コミュ

ニティが効果的・活動的に、HIV/AIDSの原因や影響に立ち向かっていくのを手助けするものである。

この地域活動セットは、次の2種類の教材ツールキットとトレーニング用マニュアルから成り立ってお

り、国際HIV/AIDS連合によって出版された。 

 「皆で一緒に始めよう！All Together Now!」HIDS/AIDSに対し、コミュニティがいかに取り組むべ

きかを解説 

 「様々な手法を使おう！Tools Together Now!」100種類の参加型学習・活動の具体的な手法 

「Tools Together Now!」は、「All Together Now!」で得た知識を現場（地域コミュニティ）で実践する

際に役立つために構想された。この2種類の教材を使う事によって、活動団体や地域コミュニティ

が一丸となって、より効果的にHIV/AIDS問題に取り組めるようになるだろう。 

 

1.2 教材ツールキットは何の為にあるのか？ 
このツールキットは100種類の参加型学習・活動(PLA)の具体的な手法を集録したもので、HIDS/AIDS

プログラムで使用できるものである。PLAツールは対話方式のアクティビティで、地域コミュニティ

と活動団体がHIV/AIDSに関して学ぶことができ、計画し、行動し、評価し、前進するという各過程へ

と進んでゆく手助けをする。 

2種類の教材ツールキットとトレーニング用マニュアル(「Tools Together Now!」と「All Together 

Now!」)を通じての原理は、“HIV/AIDSに関して方向性を首尾よく提示するには、地域コミュニティと

活動団体がより親密に活動を進めること”である。 

 

1.3 教材ツールキットはどのようにして開発されたか？ 
国際HIV/AIDS連合は、10年以上にも及ぶ、世界40カ国以上でのエイズに関する地域支援の経験が

ある。地域コミュニティが、査定、構想、実施、監視、評価、及びHIV/AIDSに関する活動規模拡大等の

各過程に参加する事を、この連合の共通の主題としてきた。これらの経験を元に、連合は発展し、他

の団体と協力し、そして参加型学習・活動(PLA)の教材ツールを使用してきた。 

2004年に、参加型学習・活動(PLA)の教材ツールに関する文献論評が、連合とその他関係団体



(NGO)によって行われた。その際に、連合及びNGO各団体によって、この出版物に掲載されている全

ての教材ツールやアプローチ法は熟考され、作り変えたりされた。そして、連合と協力団体がその

中から、より役立つ教材ツールを選び抜いた。 

 

1.4 この教材ツールは誰のためにあるのか？ 
この教材ツールキットは、活動団体と地域コミュニティが、一丸となって効率的にHIV/AIDS問題に取

り組めるよう、手助けするのを意図に作られた。そのHIV/AIDS問題の関連事項として、HIV感染予防、

HIV治療法、HIV/AIDS感染者への支援及び介護、HIV/AIDSから生ずる地域の負担軽減等がある。この

教材ツールキットは、現地におけるHIV/AIDSの情勢の査定、計画、行動、監視、評価、もしくは活動の

規模拡大等の各段階で使うことが出来る。HIV/AIDSの影響下にある地域で、直接現地住民と働く

方々にとって、この教材ツールはきっと役立つ物になるであろう。それだけではなく、HIV/AIDS問題

に取り組む様々な団体・個人にとって、この教材ツールキットは役に立つはずである。 

 

1.5 どのように教材ツールを使うのか 
この教材ツールキットは、地域コミュニティと支援団体が「皆で一緒に始めよう！All Together 

Now!」と一緒に使えるように、そして以下の事を達成する為に構想された。 

Å地域コミュニティと支援団体が一丸となって、HIV/AIDS問題に取り組み始める。 
Å地域コミュニティと支援団体が一丸となって、HIV/AIDS問題の現状を評価する。 
Å地域コミュニティと支援団体が一丸となって、計画を立てる。 
Å地域コミュニティと支援団体が一丸となって、計画を実行する。 
Å地域コミュニティと支援団体が一丸となって、計画を評価する。 
Å地域コミュニティと支援団体が一丸となって、次に何をしたいか決める。 
Å地域コミュニティと支援団体が一丸となって、HIV/AIDSに関する活動の規模拡大を試みる。 
もし「皆で一緒に始めよう！All Together Now!」の写しをお持ちでなければ、www.aidsalliance.orgに

てPDFファイルのダウンロード、もしくはpublications@aidsalliance.orgへメールをして、複写の取り寄

せをすることが出来ます。 

万が一、この教材ツールキット内で分からない専門用語がありましたら、「皆で一緒に始めよう！All 

Together Now!」の用語解説をご覧下さい。 

 

1.6 「Tools Together Now!」の概要 
この教材ツールキットは、９つのセクションに分かれている。このツールを使う前に、セクションAを読

まれることを奨励する。 

“セクションA：「Tools Together Now!」の紹介”は、この教材ツールキットがどういうものであるのか、

という概要を説明する。 

“参加型学習・活動(PLA)の紹介”は、PLAに関しての概略、PLAはなぜ使われているのか、そしてPLA

に関するFAQを紹介する。 

“PLAの促進”は、PLAツールをうまく促進していく為に必要な技能、知識、心構え、そして言動への

手引きを提供する。 

“PLAセッションを計画”は、PLAを遂行していく為に、どのような事が計画されるべきか、という事に

関しての手引きを提供する。 

“PLA進行係の訓練”は、地域コミュニティの人々や支援団体のメンバーが、PLAツールキットを使え

るようになるにはどのように訓練したらよいか、そのための手引きを提供する。 

“セクションB:図解ツール・マッピング”は、地域コミュニティや支援団体が、HIV/AIDSが及ぼす地域、

家庭、個人への影響についての概要を理解するのに役立つ。 



“セクションC:時間分析ツール”は、地域コミュニティが「時が経つと状況はどのように変化するの

か」という事を理解するのを手助けする。 

“セクションD：連鎖・関係ツール”は、地域コミュニティと団体の、HIV/AIDSの原因や影響に関してより

深い理解を促す事を手助けする。 

“セクションE:経験ツール”は、地域コミュニティと団体が、HIV/AIDSの原因や影響への理解をより深

くする事を目的としたゲーム、実習、経験を含む。 

“セクションF:優先順位・測量/数量表現ツール”は、地域コミュニティと団体が、HIV/AIDSの影響を数

量で表現、計量、そして順位をつける方法を取得するのを手助けする。 

“セクションG:行動計画ツール”は、活動団体と地域コミュニティが、一丸となって効率的にHIV/AIDS

問題に取り組めるように計画を立てる際に役立つ。 

“セクションH:PLA訓練ツール”では、地域コミュニティの人々や支援団体のメンバーを、PLAを使って

訓練する。 

“セクションI:付録”は、役に立つPLAやHIV/AIDSに関する資料や文献のリストを提供する。 

教材ツールは、１から100までの番号がつけてあり、「皆で一緒に始めよう！All Together Now!」の各

地域活動過程ステージに関連してある。この教材ツールを独創的に使用していただければ、HIV/ 

AIDS感染予防、介護、支援、治療、負担軽減のために様々な方法で利用することができる。 

 

セクションA：「Tools Together Now!」の紹介 

 

参加型行動計画（PLA: Participatory learning and action）の 

イントロダクション 

 
概略： 

このセクションでは、「PLAとは何か」「なぜPLAが使用されるのか」について、PLAに関するよくある

質問を取り上げる。PLAは、開発プロジェクトを実施するにあたり、地域住民の能力や意識を高める

ために必要な手法である。その中には、アプローチ方法・必要なもの・姿勢・振る舞いなどがまとめ

られている。この手法により、地域住民は生活や健康状態についての知識を話し合い・分かち合い・

分析し・高め合い、そして計画・実施・モニタリング・評価・反省をしてHIV/AIDSに関しての行動を起こ

すことができる。PLAの手法は以下のようなものである。「参加・現地の人々の知識や経験の尊重・

エンパワーメント・グループでの分析や計画・視覚的ツールの使用・弱者の声の積極的に探すこと・

そして一番重要な正しい姿勢と振る舞いをすること」 

 

2.1 PLAとは？（What is PLA?） 
 

PLA：地域住民の参加・学び・行動を助けるための手法（参加型行動計画） 

 

誰がPLAを使うことができるのか？ 
PLAを使おうとしている全ての人が使用できる。必要なものは、柔軟性と適応能力。PLAは様々なタ

イプの地域住民を対象とし、彼らが置かれている状況も、PLA使用目的も様々だからである。

HIV/AIDSのプロジェクトにおいて、PLAはHIV/AIDSに感染した人々を助けるのに非常に有効な手段で

あると言える。エイズ患者・HIV感染者自身に限らず、その家族・友人、HIV/AIDSの予防・ケア・治療を

行っている人、地域において社会的経済的影響の排除に努めている人もその対象である。さらに、

HIV/AIDSの政策に影響力を及ぼしたいと思っている人もPLAを使用することができる。 

 



PLAはコミュニティの中で最も頻繁に使用される手法であるが、コミュニティ政府組織・政府機関が、

分析・計画・行動・モニタリング・評価や反省を一緒にする面でもPLAを使用することができる。この

ように、PLAはHIV/AIDSについて広めるために地域住民の参加を促すことができるという効果があ

る。 

 

いつPLAを使用することができるの？ 
コミュニティの参加を促すどの段階においても、PLAを使用することができる。例えば「地域住民と

一緒にHIV/AIDSの話をするとき」「現状について地域住民と一緒に分析するとき」「地域住民と一緒

にどのようなニーズがあるか話すとき」「計画を作りそれに伴い実行に移し経過をチェックすると

き」「一連の行動の評価や反省の後、次に何が必要かを話し合うとき」などである。 

 
どこでPLAを使用できるか？ 

田舎・都会、豊かな・貧しい地域でもPLAを使用することができる。PLAは南部でも北部でも使用され

てきた。 

 

PLAが一番使われてきた場所は、人々が安心してHIV/AIDSについて話し合しあえる場所すべてであ

る。PLA使用場所例は、正式な場所の例として、ワークショップ、仕事場、教会のミーティング、ヘルス

センターなどがある。形式ばらない場所の例としては、バー、人々の自宅、木陰などがある。 

 

どのようにPLAを使うのか？ 

PLAはファシリテーターが進め、ファシリテーターは人々が道具を使うのを助けたり、公平に人々を

参加させたりする。よって、PLAのファシリテーターになる人は、正しい姿勢と振る舞いをする必要

がある。ファシリテーターの役割は非常に重要であり、このイントロダクションのパート３に書かれて

いる詳細に沿って対応する必要がある。 

 

また、PLAは注意深く計画される必要がある。パート３はどのようにPLAの計画をするか、PLAのファ

シリテートに関する詳細などが載っている。 

 

PLAは1970年代から使用されてきた。PLAを実施する様々な方法が開発されてきた（10ページの年

表参照）。誰と一緒に使用するのか、どこで何のために使われるかによって、様々なに変化してきた

のである。PLAの手法は変化するかもしれないが、PLAの根本方針（行動基準）は常に同じである。

共に、これらの行動基準がPLAのアプローチを形作ってきたのだ。 

 

2.2 PLAの根本方針（行動基準） 
 

参加 

すべての人々は、行動を起し、彼らの自身の生活に影響のある事柄の決定プロセスに関わる権利を

持っている。しかしHIV/AIDSに感染した人々は、HIV/AIDSの現地の活動のプロセスに十分に関わって

いないことがよくある。彼ら自身に、プログラムの最終的な成果が表れるというのにである。PLAを

使用する人は、HIV/AIDSに感染した人々が、HIV/AIDSに関しての現地での活動のすべての段階にお

いて参加するべきであると意識する必要がある。更にPLAを使用する人に必要な事は、HIV/AIDSに

感染した人々はただ参加するのではなく、彼らがプログラムに影響力を及ぼすことができるよう

に参加しなければならない、ということである。これが意味するのは、HIV/AIDSに感染した人々の

意見や見解をただ聞くだけではなく、意図的に耳を傾けて聞こうとする必要がある。彼らの声は、



現地の活動を形作る上で大きな力となるべきなのである。様々な参加方法があり、人々の生活に

影響があるだろう決定事項を形作る上で、これら全ての方法を、人々が積極的に大きな影響力を

持って決定プロセスに関わることができるわけではない 

 

コミュニティの統制の

レベル 

参加方法の種類 持続性のレベ

ル 

高い 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

低い 

【Self-Mobilisation（自己動員）】 

外からの支援なしでコミュニティの人々がHIV/AIDSの

活動をスタートさせる 

 

【Joint decision-making（決定プロセスへの参加）】 

コミュニティの人々と団体とが対等な立場で、一緒に

解決策を考える 

 

【Functional participation（実用的な参加）】 

  ある目的を実行するために、活動のある段階でコミュ

ニティの人々が招待される   

【Participation for material incentives 

（物質的利益のための参加）】 

  物質的利益（お金など）を必要としているという理由

だけで、コミュニティの人々が活動に参加する  

【Consultation（相談・協議）】 

  コミュニティの人々は組織による活動について聞かれ

るが、人々の意思は活動に反映されるかもしれないし、

されないかもしれない 

【Information giving（情報提供）】 

  人々は、ただ活動が実施されることを知らされるだけ

で、活動の素案や運営について意見することはない 

   

高い 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

低い 

 

PLAは、団体の意思決定プロセスにHIV/AIDSに感染した人々が参加することを助けるために、案が

作られる。これはHIV/AIDSについて話すために人々のself-mobilise(自己動員)を促すことになる。

そして、活動を実施する際のコミュティー統制レベルの向上にもつながる。また、団体が去った後も

コミュニティによる継続の可能性も向上する。 

 

現地の人々の知識・経験を尊重する 

あるコミュニティに住む人々の中には、HIV/AIDSについて知識のある専門家がおり、その専門家は

コミュニティや生活方法への影響力があります。HIV/AIDSの活動のスタートとして、団体はこの専門

家の知識を使うべきである。 

 

外部の団体が考えるよりも、現地の人々は、どのようにHIV/AIDSが彼らの生活をおびやかすかを、

よく知っている。 

 



遠方の都市のヘルスプランナーは、HIV/AIDSに感染した人々は、HIV/AIDSを調査する様々な方法を

経験することができると勘違いし、よく失敗することがある。 

 

どのようにヘルスプランナーとHIV/AIDSに感染した人々はそれぞれにHIV/AIDSを経験するのか 

・ヘルスプランナーはよくHIV/AIDSを以下のよう

な基準で探す 

-Simplified（よって、HIV/AIDSは簡単に測定でき

る） 

-Universal（誰にでも、どこでも適用できる） 

-Standered（どんな状況にも適応する） 

-Quantified（HIV/AIDS発生・感染率かCD4 count 

based） 

・感染した人々はHIV/AIDSをこのようなことを経

験する 

-Complex（全ての人々は違うから、感染経路もバ

ラバラである） 

-Locally specific（人々の経験は彼らがどこでど

のように生活しているかによって変化する） 

-Group specific（人々の経験は彼らの年齢や性

別、HIV/AIDSの状況、性的特質、社会的経済状

況などによって変化する） 

-Multi-dimensional（HIV/AIDSに感染した人々の身

体の健康という点だけでなく、社会的・精神

的・経済的健康も） 

-Holistic（人々がHIV/AIDSを経験するすべては同

時に起こる；ひとつの経験はほとんど他のも

のと分かれていない） 

-Dynamic（日々、年々変化する）  

- III/well-being（悲しみ・幸せ） 

感染した人々がHIV/AIDSを経験、判断する方法は、HIV/AIDSに対して行動する方法に影響を及ぼ

すだろう。例えば、アフリカの田舎出身の貧しくて若いHIV陽性の女性は、おそらくアフリカの都会出

身の裕福で若いHIV/AIDS陽性の女性と同じ方法でHIV/AIDSに感染はしないであろう。そして、

HIV/AIDSの経験は各々異なるため、HIV/AIDSに対して、彼らは全くことなった行動を取る。ヘルスプ

ランナーのHIV/AIDSやその対処の仕方についてのアイディアは、人々の経験における複雑さや多様

性を踏まえていない。 

 

このコミュニティの人々はどの感染経路でそれぞれHIV/AIDSを経験したのか？ 
 
HIV/AIDSにおける単純で標準的な行動はすべての人に通用しないだろう。その代わりに、効果的に

HIV/AIDSの活動がなされるためには、人々の明確なニーズと活動がぴったり合致している必要が

ある。PLAはHIV/AIDSの人々に、彼らの複雑で多様な経験を表現することを可能にする。PLAはすべ

ての人の様々なHIV/AIDSに関する経験を友好的に調査することができる。この評価から、PLAはコ

ミュニティの人々やグループに彼ら自身がどのように行動したら良いのか考えさせることができ、

その行動は彼らの自身のHIV/AIDSの経験広めることにもなるであろう。 

 

エンパワメントへのコミットメント 

「エンパワメントとは、個人やグループが、選択し、行動に移し、成果に結びつかせるための能力増

加プロセスです。」（2003年世界銀行） 

 

人々がHIV/AIDSについて話すことができると感じるためには、個人・コミュニティや団体に、強固な

４タイプの力が必要になります。 

  



 資金力（Resource power）：アクセス・影響力・HIV/AIDSに対応するための資金 

 知識力（Knowledge power）：どうやってHIV/AIDSに対処するかという知識 

 地位力(Potentional power)：権利や権力を持つための交渉力、責任を果たし、HIV/AIDSに対処す 

る義務といった能力 

・ 個人力(Peersonal power)：HIV/AIDSに対処するために必要な資金や知識や地位を求める自尊

心・個人の認識・動機 

 

少なくとも人々は同じ力を持っています。PLAの目的はコミュニティにおいてフルにこれらの力を

発揮させることで、人々や団体が一緒にHIV/AIDSについて広め、人々のエンパワメントさらに強固

にすることである。 

 

 

 
 

グループの分析と学習 

状況を十分に理解することが、人々・団体が一緒に近くで働く唯一の方法で、もっとも適切な行動

である。 

人々がグループの中でHIV/AIDSについての彼らの知識や経験を分かち合うが、状況の複雑性は理

解することができる。参加者は、彼らが分かち合ったものと同じぐらい、経験や知識の多様性があ

る。グループの分析者は、HIV/AIDSについての討論や議論を導きます。そしてこれはグループの

HIV/AIDSのモチベーション増加にもつながる。 

 

視覚・言語テクニックの両方を使用 

図形、線画、体験談の分かち合いを通じて、すべての人々は対等な立場で複雑な分析や学習に参

加することができるようになる。 

 

視覚ツールを使うことで、人々は安心して分析や計画に参加することができるようになる。視覚ツ

ールを使うことは、年齢・性別・文化・知識レベル、社会的経済的地位に関係なく、人々を複雑な分析

や従事させることができる。 

 

PLAは更にアート（ドラマやロールプレイ）を使用する。人々に彼らが好む方法で、彼ら自身を表現し

てもらうことができる。両方とも聞きづらい質問やファシリテーションと共に行われ、よって視覚的・

言語的テクニックはお互いに補完しあうのである。道具自体よりも大切なのは、どうやって人々の



意見や感情を声に出してもらえるように促すか、である。 

積極的に聞こえない声を探す（外に出てこない内面の声を拾う） 

HIV/AIDSに感染した人や意思を表現する機会のない人の声に積極的に耳を傾け、HIV/AIDSの行動

の中に組み込んでいく必要がある。 

 

ときどき人々は彼らの意思を単純に声に出したくないときがあり、それは構わない。しかし他の場

合とは、故意であろうと故意でないにしろ、生活に影響することを懸念して意思を声に出さないこ

とがある。これは年齢・性別・性的特徴・HIV状況・階級・身分・知識レベル・社会的経済的地位といって

ものに起因する。 

 

これは、影響しやすく傷つきやすい自分たちの生活に影響を及ぼす意見をもっている人々である。

例えば、貧しい人々、遠方に住んでいる人々、エイズ孤児、女性、移民、避難民、HIV陽性を理由に非

難されたり差別されたりする人々、同性愛者、薬常用者や性労働者である。 

 

PLAの根本方針は 何か言いたいはずなのに、HIV/AIDSに関して弱点があり影響されやすく傷つき

やすい人々が意見を言うべきである、ということである。よって、PLAをファシリテートする人は積

極的に、参加したがっているのに除外されている人を探し、彼らの参加を促さなければならない。

この方法でHIV/AIDSに感染した人々は、HIV/AIDSに対処することができる。 

 

正しい姿勢と振る舞いで重要な点 

HIV/AIDSに感染した人々を全員活動に参加させるためには、PLAのファシリテーターは、多くの人が

寄ってくるように姿勢や振る舞いを改善していかなければならない。HIV/AIDSの活動において除外

されたり重視されてこなかったりした人々を、ただ活動に組み込むだけでは不十分である。もっと

大切なことは「どのように彼らを巻き込むか」である。 

次のページには、PLAワークショップトレーニングの参加者が考えたという、PLAファシリテーターに

求められる適切な姿勢・振る舞いのリストが載っている。 

 

PLAの姿勢と振る舞い 

・人々を信じれば、彼らは分析・計画・実行・モニタリング・評価そして反省という一連の作業をするこ

とができる 

・人々を説教したり、見下ろしたりしてはならない 

・人々の話を聞く 

・人々から学び、適切な形であなた自身の知識を彼らと分かち合う 

・人々を非難してはならない。しかし有害なアイデアに対しては意義を唱えるようにし、人々がものを

新たな視点で見られるように手助けする 

・人々を尊敬し、親しみを持って接する 

・意図や期待する成果に関して、人々に対して正直でいること 

・間違いや間違った知識に対して、寛容でいること 

・楽しむこと！ 

・急がない；物事を彼ら自身のペースで導き出させる 

・人々と一緒にリラックスして 

・人々のために働かないこと；彼らと一緒に働く、彼らと一緒にいること 

 



2.3コミュニティの参加を促すために、なぜPLAが使われるのか？ 
 

このツールキッドの中からあなたが見つけるであろうPLA手法は、団体やグループがHIV/AIDS問題

を一緒対処するのを助けることが目的である。HIV/AIDSをめぐって、PLAは個人・コミュニティ・団体

をHIV/AIDSに対処する行動への参加を促すために使うことができる。表に出てこない声（弱者の

声）を探り、そういった人々の参加を促すことができるので、PLAは、なかなか関わりにくい個人や

グループをHIV/AIDSプロジェクトへ参加させるのにも効果的である。 

 

PLAは以下のような助けにもなる 
 人々のエンパワメントを促進する 

 ―PLAは人々の知識力・個人力・資金力・地位力を高めることで、人々が、自分の生活の「作り手」

となることができる 

 プロジェクトの効果を向上させる 

―なぜなら、より一層心構えや道具が問題の方に向いているからである 

 関係者（ステークホルダー）間の責任が向上する 

 ―人々がそれぞれの役割や責任に気にすることによる 

 信頼構築 

 ―コミュニティの中の様々な人々・団体との間での信頼関係が構築される 

 オーナーシップと管理能力の向上 

 ―PLAは人々にプロジェクトにおけるオーナーシップや、彼らの生活を管理する能力を提供する

ことができる 

 持続性の向上 

 ―HIV/AIDS問題に対処するために計画・行動するPLAを通じて、人々は新たな知識やスキルを学

ぶからである 

 彼らの人間としての権利を主張できるようにする 

 ―PLAの参加型というのは、人々が基本的人権のみならず、身体の健康や発展の権利を主張す

ることを手助けする 

 

 

ＰＬＡをファシリテートする 
 

概略： 

ＰＬＡはファシリテーターによって指導される。このセクションではＰＬＡをファシリテートするために

必要な知識、技術、態度、振る舞い方などを紹介する。 

そして、誰がＰＬＡファシリテーターになり得るのか、ＰＬＡファシリテーターの役割とは何かに触れて

いる。また、このツールキットにどんなＰＬＡツールが含まれており、どのようにして使用するも含ま

れている。ＰＬＡをファシリテートするための技術もまた関係してきます。特に、積極的に（肯定的に）

耳を傾けること、効果的な質問をすること、グル―プディスカッションを進めるための能力を持って

いることは重要である。また、適切な態度や、振る舞いもＰＬＡファシリテーターになるために必要

な要素であるという調査結果がでている。 

 

３，１誰がＰＬＡファシリテーターになりえるか？ 
誰ができるのか？あなたにもできます！ほとんどすべての人がＰＬＡファシリテーターになること

ができる。彼らはローカルＮＧＯや、コミュニティーグループ、サービス提供者のメンバーになること



ができる。歳や、性別、社会経済的地位などは問題ではない。一番大切なことは、正確な知識、技術、

態度、振る舞い方などを習得する能力を持っているか、そしてそれをHIV/AIDSによる影響に対して

自信を持って適用させることができるか、とうことである。 

 

それでは理想的なPLAファシリテーターはどうあるべきか： 

 ファシリテートするコミュニティやグループのメンバーを信用すること 

 そのコミュニティが使用している言語を話すことができること 

 グループやコミュニティの文化を理解すること 

 人々から学ぶことを望むことや興味を持つこと 

 促進するグループの人々を同じ年齢、ジェンダー、性別、として考えること 

 コミュニティ内でHIV/AIDSについて話すことに専心すること 

 HIV/AIDSがもたらす問題についての基礎的な知識を持っていること 

 HIV/AIDS感染者、貧困者、同性愛者、薬物乱用者、セックスワーカーなどの傷つきやすい人、グ

ループの中で周縁に追いやられやすい人を探し、そういった人々と丁重に仕事をすることに

専心すること 

 PLAツールを使用する技術を身につけること（もしくは技術を身につけるための練習をする能

力を持っていること） 

 PLAを促進するための適切な態度や振る舞い方を持っていること（もしくは、それらを身につ

ける能力を持っていること） 

 PLAを進行させるためのプランをたてることができ、その過程を観察し、評価することができ

ること（もしくはそれらの技術を身につけることができること） 

 HIV/AIDSに対してコミュニティが行動するためのプランをたてるときやマネージメントの方法

を考えるときに役に立つ情報を記録するために読み書きができること 

 

インドやカンボジア、エクアドルなどの予防プロジェクトの最先端では最もHIV/AIDSに感染しやすい

グループを動員させる計画が意図されている。これらの人々はHIV/AIDS感染者、同性愛者、セック

スワーカーなども含まれている。このような重要な経験を持っていないグループのメンバーを動

員させるためにもPLAファシリテーターとして特訓している。このようなPLAファシリテーター達は

自分たちのHIV/AIDSのシチュエーションを評価するためにPLAツールを仲間同士で使用している。

彼らは同じ年齢、ジェンダー、性別であるのですぐに信頼関係を築き、人間関係を構築することが

できる。このことは、このグループで必要なHIV/AIDS感染予防を説明するための計画をたてること

につながる。 

 

３．２PLAファシリテーターの役割とは何か？ 
PLAファシリテーターの全体的な役割は、コミュニティにおいて個人や、グループ、組織に自立心を

与え、彼らの人生や状態に対する自身の分析を導き、HIV/AIDS感染に彼らがどのように影響されて

いくのかということを教える。 

そしてPLAファシリテーターはこの分析、計画の活動をもとにかれらが計画をたてることを手助け

し、それを観察、評価する。 

そうするためにも、PLAファシリテーターはいくつかの役割を担う必要がある。 

 

PLAを進めていくためのプランナーとしての役割 

PLAファシリテーターは人々が分析し、計画を立て、行動し、観察、ともに評価し合えるようなPLAプ

ロセスをたてる必要がある。 



 PLAプロセスの促進者としての役割 

PLAファシリテーターは全ての人が平等に、彼ら自身の分析、プラン、活動、観察、評価の中に参加

できるように励ます必要がある。 

 参加の擁護者としての役割 

PLAファシリテーターはHIV/AIDSに影響を受けている全ての人、特に最も傷つけられやすく、周縁

に追いやられやすい人が確実に平等にPLAプロセスに参加できるようにする必要がある。 

 グループに動員させる役割 

PLAファシリテーターは、個人やグループ、組織をコミュニティに入れる事が出来るように働きか

け、HIV/AIDSについて一緒に説明してもらうために、分析、プラン、活動、観察、評価を通して彼ら

のキャパシティーを広げ、モチベーションを上げる必要がある。 

 信頼構築のための役割 

PLAファシリテーターは、異なった考え方、価値観をもっている個人、グループ、組織の間にたって

信頼関係を構築させる必要がある。 

 情報を交換する役割 

PLAファシリテーターは、HIV/AIDSの正確な情報や効果的に説明する事が出来る活動の情報を交

換させるために準備する必要がある。 

 

これら全ての役割を行うために、PLA促進者は正しい知識、技術、態度、振る舞いを身に付ける必要

がある。次のセクションではそれらがいったいどういったものであるのか、そしてどのようにして身

に付けていくかを紹介している。 

 

３．３PLAファシリテーターが必要な技術、知識、態度、振る舞いとは何か？ 
PLAをよりよく促進させるためにPLAファシリテーターに必要なもの： 

 積極的（肯定的）に耳を傾ける技術 

 効果的な質問の仕方 

 グループディスカッションを促進するための技術 

 参加すること、学習、活動をはげますことが出来る適切な態度、振る舞いを身に付ける 

 HIV/AIDSに対する問題の知識 

 PLAツールに対する知識と、どのようにして使うかという知識 

 チームとして働くことが出来ること 

 PLAセッションをどうやって計画していくのかという知識 

 

次のセッションではどうやってこれらの技術、知識、態度、振る舞いを発達させていくのかという点

について論じている。 

 

３．４PLA技術 
 

積極的な聞き方 

これはただ聞くという意味以上の意味をもっている。人々に、相手が自分の話を聞いている、理解

していると感じるように手助けしているという役割ももつ。 

 

積極的に耳を傾けるということは人々に参加してもらうように働きかけ、よりひらけた経験、考え方、

感じ方のコミュニケーションをつくる。積極的に聞くということは、人々は次のように聞く必要があ

る： 




